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補
正
予
算
編
成
と
国
の
第
二
次
補
正
の
関
係
は
　
自
民
ク
ラ
ブ

問
　
補
正
予
算
の
編
成
に
お
い

て
、
国
の
第
二
次
補
正
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

答
　
国
の
第
二
次
補
正
予
算
は
既

に
成
立
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
財

源
を
確
保
す
る
関
連
法
案
が
ま
だ

国
会
で
審
議
中
で
あ
る
た
め
、
成

立
を
待
っ
て
、
追
加
提
案
し
ま
す
。

問
　
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
向

け
て
の
経
費
削
減
の
考
え
方
と
、

問
　
国
保
証
が
子
ど
も
た
ち
に
交

付
さ
れ
て
い
な
い
の
は
大
問
題
。

直
ち
に
無
条
件
で
交
付
す
べ
き
。

当
面
、
国
の
制
度
で
あ
る
無
料
低

額
診
療
事
業
を
普
及
す
べ
き
。

答
　
四
月
か
ら
三
ヵ
月
間
の
短
期

被
保
険
者
証
を
六
ヵ
月
間
に
延
ば

し
ま
す
が
、
継
続
し
て
窓
口
で
の

交
付
と
し
ま
す
。
無
料
低
額
診
療

施
設
は
生
活
が
改
善
す
る
ま
で
の

措
置
で
、
県
内
四
ヵ
所
に
あ
り
、
詳

し
く
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
初
予
算
編
成
で
の
取
り
組
み
は
。

答
　
経
常
収
支
比
率
の
改
善
は
、

昨
年
七
月
に
﹁
当
初
予
算
編
成
に

係
る
事
務
事
業
の
見
直
し
方
針
﹂

を
定
め
、
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
実

施
。
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
約
一
億

五
、
〇
〇
〇
万
円
削
減
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
財
源
の
一
部
は
、
新

規
や
拡
充
事
業
に
充
て
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
が
組
め
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
七
十
五
歳
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
資
格
証
明
書
発
行
問
題
で
、

県
広
域
連
合
長
は
﹁
一
年
間
滞
納

で
機
械
的
に
保
険
証
を
取
り
上
げ

は
し
な
い
﹂
と
発
言
し
て
い
る
。

答
　
悪
質
な
場
合
を
除
き
、
そ
の

よ
う
な
方
針
に
従
い
ま
す
。

問
　
通
院
分
の
こ
ど
も
医
療
費

は
、
小
学
生
低
学
年
へ
の
拡
充
や

定
額
補
助
︵
三
〇
〇
円
︶
を
行
な

平成21年度

一般会計予算

総額 280億 6,247万円

日
本
共
産
党

子
ど
も
た
ち
に
国
保
証
の
交
付
を
す
べ
き

賛成多数で可決

　歳出（使う見込みのお金）の主な事業

・上福岡駅バリアフリー化工事負担金 　4,160万円

・電子計算機運営事業　 　　2億8,012万円

・火葬場・斎場事業　 　　1億6,998万円

・妊婦一般健康診査業務委託　 　7,839万円

・権現山特別緑地保全地区用地取得事業　　3億5,151万円

・国道254号線歩道拡幅事業 　　2億2,414万円

・亀久保交差点改良事業　 　　1億8,075万円

・小・中学校施設管理事業（耐震補強工事）　3億4,125万円

問
　
地
方
交
付
税
の
増
加
の
要
因

は
何
か
。

答
　
基
準
財
政
収
入
額
で
は
、
法

人
市
民
税
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ

り
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
基

準
財
政
需
要
額
で
は
地
域
雇
用
創

出
推
進
費
の
新
設
や
臨
時
財
政
対

策
債
へ
の
振
替
額
が
増
え
た
た

め
、
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

い
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
が
で
き
な
い
か
。

答
　
今
後
の
財
政
状
況
の
推
移
を

見
て
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

問
　
三
億
円
の
介
護
保
険
基
金
を

活
用
し
て
、
保
険
料
・
利
用
料
の

軽
減
を
。

答
　
入
所
と
在
宅
の
介
護
利
用
者

負
担
金
の
軽
減
を
行
な
っ
て
い
る

の
で
、
現
在
は
こ
れ
以
上
の
助
成

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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福
岡
中
央
公
園
完
成
の
延
長
　

市
民
に
説
明
を

正
翔
会

こ
ど
も
医
療
費
　

通
院
費
の
助
成
を

　
公
明
党

問
　
十
二
月
議
会
で
福
岡
中
央
公

園
完
成
の
工
期
を
三
月
中
旬
か
ら

三
月
末
に
延
長
し
た
ば
か
り
な
の

に
、
今
回
そ
れ
を
ま
た
六
月
に
大

幅
に
延
長
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
公

園
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

市
民
へ
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

答
　
前
回
工
期
延
長
の
原
因
の
一

つ
と
な
っ
た
敷
き
タ
イ
ル
の
搬
入

が
、
生
産
の
都
合
で
間
に
合
わ
な

い
た
め
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
議
案
全
般
を
通
じ
て
、
本
市

と
し
て
の
緊
急
経
済
対
策
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
雇
用
の

創
出
や
若
者
の
就
労
支
援
に
関
わ

る
政
策
は
今
後
さ
ら
に
重
要
と
考

え
る
が
、
市
と
し
て
の
対
応
は
ど

う
か
。

答
　
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
国
の
第
二
次
補

正
予
算
を
受
け
て
追
加
補
正
で
の

対
応
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
お

い
て
の
雇
用
創
出
や
就
労
支
援
、

地
域
経
済
活
性
化
な
ど
が
期
待
で

き
る
事
業
も
全
部
で
十
五
事
業
、

総
額
で
一
億
九
、
〇
〇
〇
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
は
、
以
前
か
ら
少
子
化

対
策
と
し
て
、
義
務
教
育
卒
業
ま

で
無
料
化
を
推
進
し
て
い
る
。
今

回
小
中
学
生
ま
で
入
院
費
助
成
が

条
例
化
す
る
こ
と
は
一
歩
前
進
で

あ
る
。
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

安
心
し
て
育
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
今
後
通
院
費
の
助
成
ま
で

段
階
的
に
推
進
し
て
い
く
考
え
は
。

答
　
通
院
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

財
政
状
況
の
推
移
等
に
よ
り
、
統

合
的
か
つ
慎
重
に
判
断
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
上
福
岡
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
か
ら

多
く
の
方
々
が
待
ち
望
ん
で
き

た
。
署
名
や
要
望
書
を
以
前
よ
り

提
出
し
て
き
た
。
完
成
は
い
つ
ご

ろ
か
。

答
　
西
口
か
ら
先
行
し
、
東
口
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
場
所
が
地
盤

の
問
題
で
設
計
変
更
が
あ
り
、
平

成
二
十
一
年
度
に
延
長
し
ま
す
。

秋
ご
ろ
に
完
了
予
定
で
す
。

問
　
妊
婦
一
般
健
康
診
査
は
、
公

費
負
担
回
数
が
五
回
か
ら
十
四
回

ま
で
増
え
る
。
妊
婦
健
診
を
し
っ

か
り
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
安
全
・
安
心
な
出
産
が
で
き

る
。
ぜ
ひ
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
掲
載
を
。

答
　
平
成
二
十
一
年
二
月
の
受
診

か
ら
、
補
助
の
対
象
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
使
い
、
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。

　歳出の主な事業

・計画行政推進事業　　　　　　－4,652万円

　上福岡駅バリアフリー化工事が、来年度にずれ込む

　ためによる減額

・生活保護事業　　　　　　　　－5,142万円

　医療扶助が当初の見込みより下回ったための減額

・中学校施設管理事業　　　　　－6,661万円

　学校施設耐震補強等に係る委託料及び工事請負費の

　契約差額等に伴う減額

平成20年度

一般会計補正予算
（第５号）6億2,615万円の減額

賛成多数で可決

※（　）内は前年度比の増減額

■21年度一般会計予算の内訳


